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補正予算補正予算

　

平
成
17
年
度
北
広
島
町
一
般
会
計
補
正

予
算
案
（
第
１
号
）
が
、７
月
27
日
（
水
）

北
広
島
町
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
案
は
、
７
月
１
日
か
ら

２
日
に
か
け
て
発
生
し
た
、
梅
雨
前
線
豪

雨
災
害
の
復
旧
事
業
を
行
う
た
め
に
編
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
事
業
】

○
農
地
災
害　

…
…
…
…　

１
地
区

○
農
業
用
施
設
災
害　

…　

４
地
区

○
林
道
施
設
災
害　

…
…　

３
地
区

【
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
】

○
道
路
災
害　

…　

１
地
区

○
河
川
災
害　

…　

３
地
区

【
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
災
害
復
旧
事
業
】

　

豊
平
総
合
体
育
館
発
電
パ
ネ
ル
修
繕

補　正　額
（千円）

補正後の予算現額
（千円）

一
般
会
計

20,000 16,300,000

▲ 被害の様子
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まちの話題

　

７
月
４
日（
月
）千
代
田
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
北
広
島
町
青
色
申
告
会
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
芸
北
・
大
朝
・
千
代
田
・
豊
平

に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
青
色
申
告
会
が
ひ
と
つ
に

な
り
、会
員
数
は
約
４
８
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
の
選
任
も
行
わ
れ
、
会
長
に
中
祖
岩
雄
さ

ん
（
芸
北
地
域
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
広
島
町
青
色
申
告
会
の
窓
口
は
、
い
ま

ま
で
ど
お
り
各
地
域
の
商
工
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
帳
簿
の
つ
け
方
等
、
お
気
軽
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
会
が
誕
生

北
広
島
町
青
色
申
告
会
設
立

▲ 芸北での実施風景

▼ 豊平での実施風景

　

７
月
10
日
（
日
）
芸
北
地
域
の
滝
山
川
（
奥
中
原
・
川

小
田
地
区
）
で
河
川
清
掃
「
ク
リ
ー
ン
太
田
川
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
雨
で
河
川
の
増
水
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
増
水
も
な
く
、
う
す
曇
り
の
中
、
参
加
者

は
川
の
中
ま
で
入
り
、
落
ち
て
い
る
ご
み
を
拾
っ
て
歩
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
平
地
域
で
は
、
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
約

１
，
０
０
０
人
が
ク
リ
ー
ン
太
田
川
や
志
路
原
川
河
川
清

掃
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

清
流
と
い
え
ば
北
広
島
町
の
河
川
！
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
。

清
ら
か
な
流
れ
を
守
る

河
川
清
掃
「
ク
リ
ー
ン
太
田
川
」
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まちの話題

楽
し
く
健
康
づ
く
り

健
康
福
祉
ま
つ
り

　

７
月
９
日
（
土
）
芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
屋
外
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
模

擬
店
が
軒
を
連
ね
、
屋
内
会
場
で
は
、
骨

密
度
検
査
や
健
康
ク
イ
ズ
、
く
つ
ろ
ぎ
喫

茶
等
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

短
冊
に
願
い
を
込
め

第
１
回
八
重
七
夕
祭

　

八
重
商
店
街
で
八
重
七
夕
祭
が
７
月
９

日
（
土
）
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
広
島
町
内
の
保
育
園
児
・
小
学
生
が

作
っ
た
交
通
安
全
祈
願
の
七
夕
飾
り
と
、

地
域
住
民
の
方
が
作
っ
た
七
夕
飾
り
約
60

本
が
通
り
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
、

夏
の
夕
べ
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
、
絵
手
紙
の

展
示
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
千
代
田
体

操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
演
技
や
、
新
晴
劇

団
に
よ
る
劇
も
行
わ
れ
、
み
な
さ
ん
夕
涼

み
が
て
ら
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
安
全
運
転
で

千
代
田
交
通
安
全
テ
ン
ト
村

　

夏
の
全
国
安
全
運
動
の
実
施
に
合
わ
せ

て
、
７
月
11
日
（
月
）
千
代
田
中
央
公
民

館
前
で
千
代
田
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
町
議
会
議
員
の
み
な
さ

ん
や
、
山
県
東
部
交
通
安
全
協
会
の
会
員

の
方
等
が
、
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
通

行
車
両
の
運
転
手
に
手
渡
し
な
が
ら
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

運
動
期
間
外
も
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

浴ゆ
か
た衣

と
提

ち
ょ
う
ち
ん

灯
が
彩
る

第
24
回
新
庄
夜
市

　

新
庄
の
夏
の
風
物
詩
「
新
庄
夜
市
」
が
、

７
月
16
日
（
土
）
新
庄
商
店
街
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
製
作
さ

れ
た
城
が
お
目
見
え
。
巨
大
ち
ょ
う
ち
ん

と
と
も
に
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

通
り
に
は
浴
衣
で
着
飾
っ
た
人
が
あ
ふ

れ
、夜
店
は
大
に
ぎ
わ
い
。メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
14
団
体
が
吹
奏
楽
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
神
楽
等
を
披
露
し
、
祭
り
を
さ
ら
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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豊
平
の
夏
が
来
た
！

と
よ
ひ
ら
琴
庄
夏
ま
つ
り

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
た
と
よ
ひ
ら
琴

庄
夏
ま
つ
り
が
、
７
月
17
日
（
日
）
役
場

豊
平
支
所
前
の
町
道
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

琴
庄
夏
ま
つ
り
で
は
恒
例
と
な
っ
た
、

「
よ
さ
こ
い
鳴
子
ソ
ー
ラ
ン
」。
町
外
か
ら

の
参
加
者
も
増
え
て
、
総
勢
60
名
の
美
し

く
も
力
強
い
踊
り
の
行
進
に
、
観
客
は
魅

了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
舞
踊
、
神
楽
（
３
団
体
）

の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、
夜
更
け
ま
で
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

清
流
で
川
遊
び
満
喫

大
暮
川
で
遊
ぼ
う
２
０
０
５

　

広
島
市
か
ら
の
親
子
連
れ
や
広
島
大
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
勢
38
名
が
参
加
し
、

７
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）
お
お
ぐ

れ
交
流
施
設　

清
流
の
家
で
、「
大
暮
川

で
遊
ぼ
う
２
０
０
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
１
日
目
は
、
そ
う
め
ん
流
し
や
、
水

の
冷
た
さ
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
の
川
遊

び
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
み
、

次
の
日
は
、
手
づ
く
り
の
竿
で
の
釣
り
大

会
や
、
あ
ま
ご
の
つ
か
み
取
り
を
行
い
ま

し
た
。２
日
間
お
と
な
も
子
ど
も
も
、し
っ

か
り
大
暮
を
満
喫
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

高
橋
名
人
直
接
指
導

そ
ば
打
ち
講
習
会

　

豊
平
手
打
ち
そ
ば
保
存
会
が
主
催
す
る

そ
ば
打
ち
講
習
会
が
、
７
月
22
日
（
金
）

豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
に
あ
る
ど
ん
ぐ
り
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
ば
打
ち
名

人
と
し
て
有
名
な
高
橋
邦
弘
さ
ん
を
講
師

に
招
い
て
の
講
習
会
で
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
の
直
接
指
導
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
参
加
し
た
そ
ば
保
存
会

会
員
10
名
は
、
真
剣
な
表
情
で
そ
ば
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
各
台
を

回
り
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
助
言
を

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

神
楽
に
酔
い
し
れ
る

第
21
回
げ
い
ほ
く
土
用
市
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
か
ぐ
ら

　

７
月
23
日
（
土
）
芸
北
オ
ー
ク
ガ
ー
デ

ン
ふ
れ
あ
い
広
場
を
会
場
に
、
第
21
回
げ

い
ほ
く
土
用
市
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
か
ぐ
ら
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
演
奏
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
等
が
行
わ

れ
、
続
い
て
、
第
16
回
芸
北
神
楽
競
演
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
テ
ン
ト
で
は
、
17
店
舗
が
そ
れ

ぞ
れ
自
慢
の
料
理
・
飲
み
物
の
販
売
、ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
農
機
具
の
展
示
販
売
等
を

行
い
、
に
ぎ
や
か
な
１
日
で
し
た
。
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まちの話題

お
友
達
に
な
れ
た
？

第
７
回
サ
ン
ち
ゃ
ん
と
友
だ
ち
に
な
る
会

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
地
球
ふ
し
ぎ
大
自
然
」
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
里
を
守
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る

三
ち
ゃ
ん
Ｓ
村
が
、
７
月
24
日
（
日
）
第

７
回
サ
ン
ち
ゃ
ん
と
友
だ
ち
に
な
る
会

「
ふ
る
里
の
川
ま
つ
り
」
を
行
い
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ソ

バ
の
種
ま
き
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

住
む
志
路
原
川
で
の
川
遊
び
、
安
佐
動
物

公
園
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
川
の
生
物
の
お
話

等
、
子
ど
も
達
は
目
一
杯
遊
び
、
お
と
な

も
童
心
に
返
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
中
で
球
技

お
お
つ
か
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
５

　

７
月
24
日
（
日
）
大
塚
小
学
校
に
隣
接

し
た
田
ん
ぼ
で
、ラ
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド（
田

ん
ぼ
の
中
の
）
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
通
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
違

い
、
３
チ
ー
ム
が
同
時
に
戦
う
コ
ー
ト
形

状
。
ど
ち
ら
の
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
打
ち

込
む
か
、
と
い
う
頭
脳
戦
も
展
開
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浴
衣
姿
の
チ
ー
ム
、
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
仮
装
を
し
た
チ
ー
ム
も

出
場
し
、観
客
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

夏
空
を
焦
が
す
熱
戦

全
国
高
校
軟
式
野
球
選
手
権
県
予
選
大
会

　

第
50
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手

権
広
島
県
予
選
大
会
の
会
場
と
し
て
、
北

広
島
町
千
代
田
運
動
公
園
野
球
場
が
使
わ

れ
、
計
４
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
（
火
）
に
は
、
加
計
高
等
学

校
芸
北
分
校
と
広
島
大
学
附
属
高
等
学
校

の
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
勝
利
め
ざ
し

一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
両
校
は
、
青
空

の
下
、
精
一
杯
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

　

加
計
芸
北　

０ －
 

11
広
島
附
属

（
５
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

先
生
は
地
域
の
方
々

上
石　

夏
休
み
地
域
体
験
学
習

　

北
広
島
町
立
豊
平
東
小
学
校
の
児
童
32

名
が
、
７
月
28
日
（
木
）
夏
休
み
地
域
体

験
学
習
で
上
石
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。
上

石
集
会
所
で
の
開
会
式
後
、
近
く
に
あ
る

「
大
草
３
号
た
た
ら
跡
」
へ
移
動
し
、
講

師
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
炉
跡
な
ど
の

見
学
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
方
に
指
導
し
て
も
ら
い

な
が
ら
の
枝
打
ち
や
、川
遊
び
も
行
わ
れ
、

水
温
19
度
と
冷
た
い
川
の
中
で
も
、
子

ど
も
達
は
元
気
に
水
遊
び
を
し
て
い
ま
し

た
。
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取
れ
た
て
新
鮮
な
味

豊
平
ふ
れ
あ
い
農
園　

夏
の
陣

　

７
月
21
日
（
木
）
か
ら
31
日
（
日
）
ま

で
、
豊
平
ふ
れ
あ
い
農
園
「
夏
の
陣
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
農
園
は
20

年
近
く
続
い
て
お
り
、
期
間
中
約
２
０
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

７
月
29
日
（
金
）
は
豊
平
の
み
な
み
児

童
ク
ラ
ブ
56
名
が
来
園
し
ま
し
た
。
農
園

で
は
、
今
が
旬
の
と
う
も
ろ
こ
し
の
も
ぎ

取
り
を
楽
し
み
、
側
を
流
れ
る
川
で
は
ヤ

マ
メ
の
つ
か
み
取
り
に
挑
戦
。
冷
た
い
川

の
中
で
、
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
一
生
懸

命
ヤ
マ
メ
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

両
県
で
呼
び
か
け
る

県
境
合
同
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

７
月
30
日
（
土
）
大
佐
ス
キ
ー
場
駐
車

場
で
、
安
芸
太
田
町
・
北
広
島
町
・
金
城

町
・
浜
田
市
が
合
同
で
、
広
島
・
島
根
県

境
合
同
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

毎
年
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、

国
道
１
８
６
号
線
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
で
36
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
特
産
品
を
詰
め
た

交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
、
計
１
０
２
台

の
通
行
車
両
に
手
渡
し
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

陸
を
進
む
３
隻
の
船

八
重
管
絃
祭

　

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
飾
り
付
け

の
な
さ
れ
た
３
隻
の
陸
船
が
勇
壮
な
道
行

き
を
披
露
す
る
八
重
管
絃
祭
が
、
７
月
30

日
（
土
）
八
重
商
店
街
を
中
心
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

有
田
会
場
、
十
日
市
会
場
、
新
地
会
場

の
３
会
場
で
は
、
神
楽
や
民
踊
、
踊
り
や

太
鼓
等
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
納
涼
夜
市
や

バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
重
商
店
街
で
は
、
生
花
展
や

写
真
展
も
行
わ
れ
、
夜
お
そ
く
ま
で
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

上
手
に
捕
ま
え
た
よ

田
原
温
泉
夏
ま
つ
り

　

７
月
31
日
（
日
）
交
流
館
「
天
狗
の
里
」

で
、
田
原
温
泉
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
内
を
流
れ
る
小
川
で
は
、
ヤ
マ
メ

の
つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
達
は
岩
陰
に
隠
れ
た
魚
を
器
用
に
捕
ま

え
て
い
ま
し
た
。
農
産
物
販
売
所
で
は
、

地
元
の
新
鮮
野
菜
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

神
楽
が
上
演
さ
れ
、
バ
ザ
ー
テ
ン
ト
で
購

入
し
た
食
べ
物
や
飲
み
物
を
片
手
に
、
皆

さ
ん
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
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教育委員会

だ　よ　り

●教職員の指導力向上をめざして
北広島教育研究会が発足！

　８月８日（月）に、北広島教育研究会が発足し、

町内の教職員が一堂に会して、全体研修会を開催

しました。

　この研究会は、地域に根ざし地域に開かれた特色

ある教育の創造をめざし、園児児童生徒の基礎基本

の学力定着をめざすとともに、教職員の資質向上と

学校教育の振興を図ることを目的としています。

　年２回の全体研修会とともに、中学校区ごとに、

ブロック別研修会を行い、地域の実態をもとに特

色ある研究や研修を年間通して計画的に行ってい

きます。２学期中には、町として保護者アンケート

を予定しています。その際は、ご意見･ご感想をお

聞かせください。

◇全体研修会（部会研修）の内容

【ことばの教育】

　 「読む・聞く・話す・書く」の基本技能と論

理的思考力の育成

【キャリア教育】

　勤労観・職業観を育てる教育内容の創造

【生徒指導】

　 不登校への対応と保護者・地域と連携した

生徒指導の充実

【道徳教育】

　 道徳授業の改善と豊かな心を育む学校全体

で進める道徳教育のあり方

【健康教育】

　 体力の向上・生活リズムの確立などの取組み

※ 県の今日的教育課題と重点施策に関わる内容に

ついて学校の実践交流をもとに研修しました。

　県内の幼稚園、小・中学校では、家庭や

地域における子どもの基本的な生活習慣の

確立をめざして、「しっかり朝食をとる」「日

常的に体力づくりをする」「家庭で読書を

する」等の取組みを行っています。

　２学期以降、園・学校への協力と保護者・

地域の方の積極的働きかけをよろしくお願

いします。

●町出身選手、日本代表に
　北広島町奥中原出身（旧芸北町）の大橋千里

さん（28歳、現在県立富山商業高校勤務）が

第16回アジア陸上競技選手権大会（９月１～

４日：韓国開催）と第４回東アジア競技大会（11

月１～４日：中国開催）に女子ハンマー投げ種

目で日本代表選手として出場されることが決定

しました。

　大橋（旧姓槇原）さんは芸北中学校で陸上

競技を始められ、全国トップクラスの投てき選

手として活躍されてきました。今年６月に開催

された日本選手権大会では、国内４人目となる

　国・県の嫌煙教育推進の施策を受けて、

町内の園・学校でも、９月より校舎内で、

来年４月１日より敷地内で、原則禁煙とす

る予定で取組みを進めています。保護者・

地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお

願いします。

学校の校舎・敷地内が禁煙に!!学校の校舎・敷地内が禁煙に!!

「食べる！・遊ぶ！・読む！」「食べる！・遊ぶ！・読む！」
キャンペーン取り組み中キャンペーン取り組み中

ご協力を!!ご協力を!!
▲写真提供　㈱ベースボール・マガジン社

　陸上競技マガジン

60ｍ突破を果

たし、堂々２位

で今回の日本代

表選手決定とな

りました。

　北広島町出身

の大橋さんが、

この秋アジアの

舞台で日本代

表選手として一

層活躍されるこ

とを祈っていま

す。
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　北広島町の皆様へ豊平東小学校を紹介します。

本校は旧豊平町の志路原にあり、児童数39名、３・

４年生と５・６年生が複式学級で全４学級の小規模校

です。学校付近が分水嶺となっていて雪の多い所ですが、オ

オサンショウウオやモリアオガエルの生息する豊かで美しい

環境が自慢です。　　

　保護者や地域は、学校教育に対する理解や関心が高く、「生

活科」や「総合的な学習の時間」の学習では地域の方々から

の情報提供や支援が大変多く、保護者・地域をあげて子供

たちを育てていただいています。

　その子供たちは、四季折々の美しい自然と家庭の愛情に育

まれ、子供らしい素直さと純真な心を持った子供に育ってい

ます。　　

　学校では、学校行事や児童会活動においても高学年が低

学年をリードして、異学年がしっかり関わり合いながら「心

豊かに　たくましく　仲間とともに学びあう児童」に成長し

ています。

　また、平成16・17年度文部科学省より研究指定を受け、「自

分の大切さとともに　他の人の大切さを実感できる人権教育

の創造」に努めながら、

知徳体のバランスを重

視した教育活動に力を

入れています。

地域に開かれた学校づくり
北広島町立八重小学校

　本校では、教育目標「大きな夢を持ち、粘り

強く努力する子ども」をめざして、１８４名の児

童が、意欲的で活気のある学校生活を送っています。

　そうした児童の様子を、多くの地域の方々に見ていただ

こうと、昨年度より毎月１回「学校オープンの日」を開催し

ています。「学校オープンの日」は、八重小学校ということ

で「八」のつく日、つまり８日に設定しています。８日が土曜、

日曜等になる場合は、次の週の月曜になります。登校時か

ら下校時まで、どの時間帯においでいただいても結構です。

できるだけ多くの方々に子どもたちの学校での様子を知っ

ていただくという「地域に開かれた学校づくり」が、「学校

オープン」のねらいです。

　これまでの参加者は、平均30～40名です。子どもたちも、

本気で頑張っている元気な姿を見ていただこうと張り切っ

ています。

　どうぞ、地域、保護者の皆様はもちろん、校区外、他の

地域からでも、一度参加してみてください。そして、感想・

意見などあれば、どうぞお知らせください。

　今後の八重小学校教育の参考にさせていただきたいと

思っています。

さみどりにおう丘の上
北広島町立豊平東小学校

●日本代表選手に教わる
　７月７日（木）八重小学校に前川紀子選手をお

迎えして、文部科学省・(財)日本体育協会「子ど

もの体力向上キャンペーン」による「平成17年度

スポーツ選手ふれあい指導事業水泳教室」が実

施されました。前川選手は、ワールドカップ香港

大会で200ｍバタフライ２位、ユニバーシアード

マヨルカ大会で200ｍバタフライ３位という輝か

しい結果を残しておられる、日本代表の選手です。

　まず、前川選手に模範演技を見せていただきま

した。選手のすばらしい泳ぎを目の当たりにした

子どもたちからは、「わぁ，魚みたい！」「すご～い！」

などの歓声があがりました。その後、学年にわか

れて実技指導もしていただきました。そして、バ

タ足やクロール、

平泳ぎのこつなど

教わりました。

　短い時間では

ありましたが、

●新ＡＬＴ（英語指導助手）着任
　１年間芸北地域小・中学校でお世話になったＡ

ＬＴ（英語指導助手）マシュー・ジョン・レイノ

ルズさんの後任として、トッド・ライアン・スト

ラザーさんが、豊平地域小・中学校初の英語指導

助手として、ジョシュア・デビッド・シブルさん

が赴任されました。

　マシュー先生今までありがとうございました。

赴任されたお二人

の先生には、これ

からよろしくお願

いします。

▲左から　ジョシュア・デビッド・シブルさん
　　　　　トッド・ライアン・ストラザーさん
　　　　　マシュー・ジョン・レイノルズさん

トップアスリートの豊かな経験と卓越した技術か

ら学び、体を動かしたり、スポーツに親しんだり

することの楽しさを体験することができました。

学

校 紹

介
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　例年、町で実施する健康診査の精密検査受診率が他の地域に比べ低いため、芸北地域保健所

管内１市２町の大腸がん健診精密検査未受診者161人（平成17年２月末現在）にアンケートを

実施しました。

　有効回答100人のうち、アンケート実施時期に詳しい精密検査（例えば大腸がんでは、大腸

カメラやレントゲン検査）を受けていた人は、わずか44人でした。精密検査を受けていない

56人のうち半分の人は、「現在元気である」「以前受けたとき異常がなかった」という理由で

精密検査を受けていない現状でした。　　（アンケート実施・分析：芸北地域保健対策協議会）

９月は「がん征圧月間」です！
～精密検査の必要な方は必ず受診しましょう～

〈大腸がんについて〉

　人間ドックや総合健診・巡回健診は
受けただけでは意味がありません。生
活習慣の見直しと、必要な場合は医療
機関で受診しましょう。

　精密検査を受けられた方は、結果を役場保健課

又は各保健センターにお知らせください。

増えている大腸がん

　大腸がんは欧米に多いがんですが、近年わが国

においても増加の傾向にあります。

　増加の主な原因として、日本人の食生活の欧米

化、つまり肉などの動物性脂肪の摂取量の増加と、

食物繊維をとる量が減ったことがあげられます。

食生活の改善で大腸がんは防げます！

　脂肪の摂取が増えると、脂肪を分解する胆汁酸

の分泌が増え、その代謝産物が大腸の細胞を傷つ

け、がんを発生させる原因となります。

　また、食物繊維の多い食物をとると、腸の働き

が活発になり、排便がスムーズになるので、腸内

が清掃され、がんの発生を防ぎます。

平成15年度がん検診

がんが発見された人数（疑い含む）

　胃がん　　14人　肺がん　　７人

　大腸がん　10人　子宮ガン　４人

　乳がん　　３人

＊安芸高田市、安芸太田町、北広島町内

10月には町内指定医療機関でがん検診を実施します。
年に１度はがん検診を受診しましょう！
がん検診についてのお問い合わせは・・・

　役場保健課保健係　　　　　　　電話　（０８２６）７２－０８５３

　芸北ホリスティックセンター　　電話　（０８２６）３５－０２３０

　大朝保健センター　　　　　　　電話　（０８２６）８２－２２１１

　豊平保健福祉総合センター　　　電話　（０８２６）８４－１５０１
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消費生活に関することでお困りの時には、北広島町消費生活相談室へご相談ください。

　　　場　　所　　北広島町人権センター（北広島町有田４９５－１）

　　　相 談 日　　毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）

　　　受付時間　　10 時～ 16 時（12 時～ 13 時は休み）

　　　相談室専用電話　　℡０８２６－７２－５５７１

　相談日以外でお急ぎの時は、広島県生活センター（℡０８２－２２３－６１１１）まで。

どうしよう？こんな時どうしよう？こんな時  困った時は消費生活相談へ困った時は消費生活相談へ

≪相談内容≫

　昨日、自宅に「近くに来たついでだから、格安で排水管の洗浄をしてあげますよ」と業者が訪問して

来たので頼んだ。洗浄の後で「高圧洗浄なので排水管のつなぎがゆるむことがあるので点検してあげま

しょう」と、床下も見てくれた。すると、「湿気が多いので、このままだと床下から腐るから、床下換気

扇をつけないといけない」と言い、いつの間にか取りつけていて、代金として30万円を請求された。

　翌日、高額すぎるため、クーリング・オフのはがきを出したら業者がやってきて、「工事が終了してい

るので解約には応じられない。30万円を10万円に値引きすれば払えるだろう。」と言い、クーリング・オ

フに応じてくれない。　（80歳代　女性）

≪アドバイス≫

　この相談は、「訪問販売」にあたりますので、契約書面を受け取ってから８日以内であれば、この相談

者のようにすでに工事が終了しているからと解約を拒否されても、クーリング・オフ制度によって無条

件に契約を解除することができます。

　また、違約金等の請求を受けることなく、もとの状態に戻すよう業者に求めることもできます。

　相談事例の他には、湿気を取るための調湿剤を買わせたり、耐震金具を取りつけるなど、手口は様々

です。

　「無料」「格安」などと言われて、つい気を許してしまい、知らない人を家の中に入れてしまいがちですが、

トラブルに遭わないためには、安易に業者を家の中に入れないことが一番です。

点検商法　～格安で点検すると言われて～
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消防本部だより消防本部だより
　

消
防
法
が
改
正
さ
れ
一
般
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１

日
か
ら
全
国
一
律
で
、
ま
た
既
に
建
っ
て

い
る
住
宅
に
お
い
て
も
、
平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

　

さ
て
、『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』で
す
が
、

み
な
さ
ん
の
中
で
ど
の
程
度
の
方
が
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
新
聞
記
事
な
ど

に
も
出
る
の
で
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
も
、実
際
に
「
見
た
り
」、「
触
っ

た
り
」、
ま
し
て
「
取
り
付
け
た
」
人
は

ま
だ
少
数
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
、
そ
の
よ
う
な
住
宅
用
警
報
器
の
特
徴

と
そ
の
役
割
を
説
明
し
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り

発
生
す
る
煙
を
感
知
し
、
警
報
音
を
発
す

る
も
の
で
す
。
特
に
、
住
宅
火
災
に
よ
り

死
に
至
っ
た
原
因
の
７
割
が「
逃
げ
遅
れ
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、
早
期
に
火
災
を
知
ら

せ
る
と
い
う
重
要
な
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。
実
際
に
過
去
の
デ
ー
タ
で
そ
の
効
果

を
見
て
み
る
と
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
の
有
無
に
よ
り
３
・
４
倍
程
度
の
効

果
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所
は
、

寝
室
や
寝
室
に
通
じ
る
階
段
な
ど
で
、
複

数
の
寝
室
が
あ
る
場
合
は
全
て
に
必
要
と

な
り
ま
す
。
商
品

は
、「
日
本
消
防

検
定
協
会
」
の
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
る
も
の
が
安

心
で
す
。

　

訪
問
販
売
で
高
額
な
商
品
を
販
売
し
た

り
点
検
費
用
を
要
求
し
た
り
す
る
業
者
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
消
防
署
が
警
報

器
を
販
売
及
び
点
検
、
業
者
の
あ
っ
せ
ん

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

※天井又は壁に取り付けます。

※煙を感知すると警報します。

※電池タイプと電源タイプがあ

ります。

《住宅用火災警報器の概要》
住
宅
用
火
災
報
知
器
を
備
え
ま
し
ょ
う
！

悪
徳
業
者
に
注
意

※ 

大
正
12
年
の
こ
の
日
に
起
き
た
関

東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
と

い
う
意
味
と
、
こ
の
時
期
に
多
い

台
風
へ
の
心
構
え
の
意
味
を
含
め

て
、
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

『
防
災
の
日
』

９
月
１
日
は

　

９
月
９
日
が
何
の
日
か
ご
存
知
で
す

か
。
九
九
の
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
９

（
き
ゅ
う
）と
９（
き
ゅ
う
）で「
き
ゅ
う
き
ゅ

う
の
日
」、す
な
わ
ち
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　

「
救
急
の
日
」
は
救
急
業
務
や
救
急
医

療
に
対
し
て
皆
さ
ん
の
理
解
と
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関

係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
昭
和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

以
来
、
毎
年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」

と
し
、こ
の
日
を
含
む
前
後
１
週
間
を
「
救

急
医
療
週
間
」
と
し
て
全
国
各
地
で
救
急

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

消
防
署
で
は
各
種
救
命
講
習
を
行
っ
て

お
り
、
随
時
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
受
講
さ
れ
て
な
い
方
、「
救
え
る
命
」

を
救
う
た
め
、
ぜ
ひ
一
度
受
講
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

救
急
医
療
週
間

９
／
４
〜
９
／
10

○火災件数　　　　　　○死者数（放火及び自殺等を除く）

　住宅火災　18,687件　　住宅火災　1,218人（1,009人）

　建物火災　33,325件　　建物火災　1,416人

＝約６割が住宅火災　　　＝約９割が住宅火災

○住宅火災による死者数の半数以上（56.5％）が65歳以上

↓

　今後の高齢化の進展とともに、さらに住宅火災による死者

が増加する恐れ

【住宅火災の現状】（平成1６年中）
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救
急
現
場

に
お
い
て
よ

り
多
く
の
命

を
救
う
た
め
、

救
急
救
命
士

が
誕
生
し
て

以
来
14
年
、

救

命

士

に

与
え
ら
れ
た

救
急
救
命
士
も

気
管
挿
管
が
可
能
に

数
々
の
救
命
処
置
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
・
特

殊
器
具
を
使
用
し
た
気
道
確
保
・
輸
液
な

ど
）
に
加
え
、
新
た
に
昨
年
７
月
か
ら
気

管
内
チ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
て
肺
に
空
気
を

送
り
込
む
「
気
管
挿
管
」
を
行
う
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
処
置
は
、
医
師
に
の
み
認
め
ら
れ

た
行
為
で
し
た
が
、
一
定
期
間
の
講
習
と

病
院
で
の
実
習
を
積
ん
だ
救
命
士
に
も
認

め
ら
れ
、
医
師
の
指
示
の
も
と
、
心
肺
停

止
状
態
の
傷
病
者
に
対
し
て
効
果
的
な
人

工
呼
吸
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
資
格
を
持
っ
た
救
命
士
（
写
真
、

加
藤
孝
士
）
が
北
広
島
町
消
防
署
に
も
誕

生
し
、
よ
り
高
度
な
救
命
処
置
を
行
い
な

が
ら
病
院
に
運
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
同
様
の
資
格
を
持
っ
た
救

命
士
を
養
成
し
て
い
く
予
定
で
す
。

人権擁護委員の委嘱が行われました
　豊平地域を主な担当区域とする人権擁護委員に藤井

和男さんが７月１日付けで、法務大臣から委嘱（再任）

されました。

　また、大朝地域を担当されていました、藤井峰子さ

んが４月30日付けで退任されました。ご苦労様でし

た。今後ともご協力をお願いします。

　人権擁護委員は、それぞれの地域において、住民一

人ひとりの人権が侵されないように、さまざまな問題

の相談を受け、救済をしたり、人権に関する啓発・宣

伝をしたりしながら広く活動されています。

　北広島町内には、現在11名の方が人権擁護委員と

して活動されています。

　各委員への相談も可能です。相談は無料で、秘密は

守られます。お気軽にご相談ください。

問い合わせ

　役場町民課人権対策係　℡０８２６-７２-０８５４

育てよう一人一人の人権意識　育てよう一人一人の人権意識　

―思いやりの心・かけがえのない命を大切に――思いやりの心・かけがえのない命を大切に―

名　　前 担当区域 電話番号

水
みず

　野
の

　洋
ひろ

　美
み

芸 北
0826
(35)0501

安
やす

　本
もと

　浩
ひろ

　樹
き

芸 北
0826
(35)0924

寄
より

　光
みつ

　　　旭
あきら

大 朝
0826
(82)2564

中
なか

　矢
や

　民
たみ

　惠
え

大 朝
0826
(82)3211

佐
さ

　古
こ

　秀
ひで

　美
み

千 代 田
0826
(72)2886

箕
み

　野
の

　春
はる

　人
と

千 代 田
0826
(72)6414

服
はっ

　部
とり

　紀
とし

　郎
ろう

千 代 田
0826
(72)3260

耒
くる

　實
み

　　　學
まなぶ

千 代 田
0826
(72)3469

栗
くり

　栖
す

　花
はな

　子
こ

豊 平
0826
(83)0614

池
いけ

　田
だ

　惟
い

一
いち

郎
ろう

豊 平
0826
(84)0342

藤
ふじ

　井
い

　和
かず

　男
お

豊 平
0826
(83)0576

平成17年７月現在

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
の
福
祉
向
上
の
た

め
、
広
島
県
知
事
よ
り
身
体
障
害
者
相
談

員
、
知
的
障
害
者
相
談
員
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。
日
ご
ろ
の
心
配
事
・
悩
み
事
等
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

　

村む
ら
た
け竹　

宏ひ
ろ

示し
（
北
広
島
町
細
見
５
０
４
）

           

℡
３
５
‐
０
８
２
６　
　
　

　

山や
ま

根ね　
　

猛
た
け
し（

北
広
島
町
宮
迫
８
１
３
）

           

℡
８
２
‐
３
２
９
３　
　
　

　

輪そ
り

田だ　

辰た
つ

雄お
（
北
広
島
町
南
方
９
５
１
）

           

℡
７
２
‐
２
６
７
３　
　
　

　

坂
さ
か
も
と本

三み

ち

お

千
男（
北
広
島
町
戸
谷
１
８
８
‐
３
）

           

℡
８
３
‐
０
１
１
５　

知
的
障
害
者
相
談
員

　

空そ
ら

田だ

よ
り
子こ
（
北
広
島
町
南
方
１
２
９
７
‐
２
）

           

℡
７
２
‐
２
６
３
３　
　
　

＊ 

旧
芸
北
町
地
域
外
か
ら
、
旧
芸
北
町
地

域
内
に
か
け
る
場
合
に
は
、
市
外
局
番

（
０
８
２
６
）
が
必
要
で
す
。
同
じ
く
、

旧
芸
北
町
地
域
内
か
ら
旧
芸
北
町
地
域

外
に
か
け
る
場
合
は
、
市
外
局
番
（
０

８
２
６
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員
が

決
ま
り
ま
し
た
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くらしのくらしの

　

旧
軍
人
等
の
恩
給
受
給
資
格
の
有
無
、

傷
病
恩
給
請
求
手
続
き
、
戦
没
者
の
遺
族

へ
の
援
護
措
置
等
に
関
す
る
相
談
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　

日
時　

９
月
13
日
（
火
）
10
時
〜
15
時

　

場
所　

芸
北
地
域
事
務
所

（
会
議
棟
１
階
第
３
会
議
室
）

　
　

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
４
‐
12
‐
１

　
　
　

℡
０
８
２
‐
８
１
４
‐
３
１
８
１

問
い
合
わ
せ

　

広
島
県
福
祉
保
健
部
管
理
総
室
援
護
恩
給
室

℡
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
０
３
５

旧
軍
人
等
援
護
相
談
会

福　

祉　

課

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
は
、
平
成
17
年
９
月
30
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
10
月
１
日
か
ら
使
用
で

き
る
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
９
月
30
日

ま
で
に
は
お
手
元
に
届
く
よ
う
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

内
容
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

古
い
被
保
険
者
証
は
役
場
町
民
課
又
は
各

支
所
町
民
生
活
課
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
更
新
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

◆ 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
又

は
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な

ら
れ
た
方
で
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
の
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

印
か
ん
・
職
場
の
健
康
保
険
及
び
国
民

健
康
保
険
の
非
保
険
者
証
を
持
参
の
上
、

役
場
町
民
課
又
は
各
支
所
町
民
生
活
課

で
資
格
喪
失
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

被
保
険
者
証
に
記
載
の
住
所
に
新
し
い

被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
実
際
に

住
ん
で
お
ら
れ
る
住
所
と
異
な
る
場
合

に
は
、
転
居
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
が
あ
る
方

は
、
早
急
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
納
が
あ
る
場
合
に
は
、
通
常
の
被
保

国
保
被
保
険
者
証
更
新

町　

民　

課

　

建
物
の
取
り
壊
し
、
新
築
、
増
改
築
、

用
途
変
更
・
所
有
権
移
転
等
を
さ
れ
た
場

合
や
、
台
風
、
火
災
等
で
建
物
が
壊
れ
た

り
、
老
朽
化
等
に
よ
り
建
物
と
し
て
の
機

能
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
役
場
税
務
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
に
つ

い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務
課
資
産
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
２

家
屋
の
異
動
等
の
届
出
に
つ
い
て

税　

務　

課

険
者
証
を
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
課
国
保
年
金
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
４

一
般
事
業
主
行
動
計
画
策
定

福　

祉　

課

　

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出

は
お
済
み
で
す
か
？

　

少
子
化
対
策
と
し
て
の
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

事
業
主
は
、
労
働
者
の
仕
事
と
子
育
て
と

の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の「
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
そ
の
行
動
計
画
に
基
づ
く
取

組
み
を
各
々
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
３
０
１
人
以
上
の
常
用
労
働
者

を
雇
用
す
る
事
業
主
の
場
合
は
、
策
定
し

た
「
行
動
計
画
」
の
届
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
広
島
労
働
局
雇
用
均
等
室
で

は
平
成
17
年
４
月
１
日
よ
り
随
時
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
未
提
出
の
事
業
者
は
広

島
労
働
局
雇
用
均
等
室
に
行
動
計
画
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
行
動
計
画
を
策
定
す
る
場
合

は
、
厚
生
労
働
省
のW

e
b

サ
イ
ト
に
詳

し
い
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

U
R
L

　

h
ttp
://w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

g
e
n
e
ra
l/se

id
o
/k
o
y
o
u
/jise

d
a
i/

in
dex
.htm

l

問
い
合
わ
せ　

広
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

℡
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
４
７

８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

建　

設　

課

　

８
月
は
「
道
路
ふ
れ

あ
い
月
間
」
で
す
。
道

路
は
、
私
た
ち
の
毎
日

の
生
活
を
支
え
る
、
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
基

昨
日
よ
り
今
日
が
き
れ
い
な

道
づ
く
り

きたひろしま 2005. ９　　14



く

◆

ら

◆

し

◆

の

◆

情

◆

報

　

今
後
の
町
営
住
宅
・
町
営
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
の
入
居
者
募
集
期
間
を
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
空
き
部
屋
情
報
を
確
認
の
う
え

募
集
期
間
中
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
受
付
等
は
本
庁
建
設
課
又
は
各
支

所
産
業
建
設
課
で
行
い
ま
す
。

入
居
者
募
集
期
間

・
平
成
17
年
９
月
１
日
〜
９
月
９
日

・
平
成
17
年
12
月
１
日
〜
12
月
９
日

・
平
成
18
年
３
月
１
日
〜
３
月
10
日

（
注
） 

空
き
部
屋
が
な
い
場
合
は
募
集
を

町
営
住
宅
等
入
居
募
集
期
間
決
定

建　

設　

課

本
的
な
社
会
資
本
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要
性

が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
８
月
10
日
の

「
道
の
日
」
を
契
機
に
も
う
一
度
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

道
路
は
み
ん
な
で
正
し
く
広
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設
課
土
木
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
０

行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設
課
都
市
政
策
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
０

　

特
殊
地
下
壕
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
条
件
を
満

た
す
特
殊
地
下
壕
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
８

月
31
日
ま
で
に
役
場
建
設
課
都
市
政
策
係

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
し
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
特
殊
地
下
壕

・
戦
時
中
に
築
造
さ
れ
た
防
空
壕

問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設
課
都
市
政
策
係

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
６
０

特
殊
地
下
壕
調
査

建　

設　

課

　

北
広
島
町
阿
坂
に
設
置
さ
れ
て
い
る
新

規
就
農
研
修
施
設
の
研
修
生
を
２
名
募
集

し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
、
18
歳
か
ら
40

歳
未
満
、
研
修
終
了
後
た
だ
ち
に
町
内
で

就
農
さ
れ
る
方
で
、
農
業
で
起
業
す
る
こ

と
に
対
し
て
情
熱
と
能
力
を
持
っ
た
方
で

す
。

　

研
修
生
に
選
考
さ
れ
る
と
、
研
修
施
設

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
使
っ
て
、
花
壇
苗

生
産
又
は
野
菜
生
産
の
実
地
研
修
な
ど
を

行
い
ま
す
。
研
修
期
間
は
２
年
間
で
、
研

新
規
就
農
研
修
生
募
集
中

豊
平
支
所

人　口　21,481人（－15）

　男　　10,280人（－３）

　女　　11,201人（－12）

世帯数　8,234世帯（＋４）

（７月末日現在）

納期限　９月30日（金）

　●固定資産税 第３期

　●国民健康保険税 第４期

納付は便利で安心な口座振替で。

口座振替の方は残高確認をお忘

れなく。

●税金●メモ

　

毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
夏
バ
テ
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
こ
れ
だ
け
暑
い
と
、
海

や
プ
ー
ル
は
大
に
ぎ
わ
い
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。

　

先
月
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

が
目
白
押
し
で
、
カ
メ
ラ
片
手

に
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
き
ま
し

た
。
初
め
て
行
く
地
区
の
多
さ

に
、
改
め
て
町
の
広
さ
と
、
知

ら
な
い
事
の
多
さ
を
実
感
。
こ

の
ま
ち
の
事
を
も
っ
と
知
る

た
め
に
、
も
っ
と
出
歩
こ
う
と

思
っ
た
の
で
し
た
。

編
集

後
記

前月比

育もう
　みんなの笑顔 いつまでも

人権標語参加作品より

修
中
及
び
研
修
終
了
後
は
、
北
広
島
町
新

規
就
農
希
望
成
年
研
修
等
支
援
事
業
に
よ

り
、
関
係
機
関
が
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
、
資
料
の
ご
請
求
は
、
北
広
島
町
就
農

促
進
協
議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

北
広
島
町
就
農
促
進
協
議
会
事
務
局

（
役
場
豊
平
支
所
産
業
建
設
課
内
）

℡
０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
１
２
２

お
詫
び
と
訂
正総　

務　

課

　

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
８
月
号
の
中
で
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｐ
12　

誤　

井
出
端　

始

　
　
　

正　

井
手
端　

始
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広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
９
月
号

№
 0
0
7
　
平
成
1
7
年
８
月
1
5
日
発
行

発
行
／
北
広
島
町
　
　
編
集
／
総
務
課

〒
7
3
1
-1
5
9
5
　
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
1
2
3
4

T
el 0
8
2
6
-7
2
-2
1
1
1
　
　
 F
ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
は
「
暦
の
上
で
は
秋
で
す
が
、

相
変
わ
ら
ず
暑
い
日
が
続
き
ま
す
」
と
い
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
立
秋
を
過
ぎ
た
八
幡
高
原
で
は
暦
通
り

の
秋
が
訪
れ
、
涼
し
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
草
原
で
は
短
い
秋
を
急
ぐ
よ
う
に
草
花

が
咲
い
て
い
ま
す
。

　

人
日
の
節
句
に
お
粥
と
し
て
戴
く
春
の
七

草
は
よ
く
覚
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

秋
の
七
草
は
な
か
な
か
覚
え
て
も
ら
え
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
山
上
憶
良
が
万

葉
集
に
詠
っ
た

　

秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を
指
折
り

　

か
き
数
ふ
れ
ば　

七
草
の
花

　

萩
の
花　

尾
花　

葛
花　

撫
子
の
花

　

女
郎
花　

ま
た
藤
袴　

朝
貌
の
花　

と
い
う
歌
に
七
草
の
云
わ
れ
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
や
は
り
食
用
に
し
な
い
こ
と
が
覚
え

て
も
ら
え
な
い
ひ
と
つ
の
理
由
な
の
で
し
ょ

う
。

　

一
方
で
、
秋
の
七
草
を
見
つ
け
る
こ
と
自

体
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
あ

り
ま
す
。
広
島
県
が
２
０
０
４
年
に
発
行

し
た
新
し
い
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
キ

キ
ョ
ウ
（
朝
貌
）
が
順
絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
、
フ
ジ
バ
カ
マ
に
至
っ
て
は
も
っ
と
も

絶
滅
の
危
険
度
が
高
い
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
秋
の
七
草
が

ま
す
ま
す
縁
遠
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
、
よ

り
身
近
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
花
も
あ

り
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
八
幡
高
原
の
休
耕
田

で
は
オ
ミ
ナ
エ
シ
の
群
生
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
近
代
農
業
が
廃
れ
た
こ
と
で
、
か

つ
て
は
身
近
だ
っ
た
草
花
が
戻
っ
て
く
る
と

い
う
の
は
複
雑
な
気
持
ち
で
す
が
、
秋
の
花

を
愛
で
る
気
持
は
持
ち
続
け
て
い
た
い
も
の

で
す
。
み
な
さ
ん
の
家
の
周
り
に
も
、
そ
ん

な
戻
っ
て
き
た
植
物
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
・
白
川
勝
信
）

休耕田に帰ってきたオミナエシ

高原からの花便り　№7


